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『吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
と

『衣
服
哲
学
』

―
卜
漱
石
ど
カ
ー
ラ
イ
ル
の
思
想
的
関
連
を
中
心
に
し
て
―
―

は

じ

め

に

『吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
（以
後
、
『猫
』
と
略
称
す
る
）
は
、
そ
の
第

一
。
二

章
と
第
三
章
以
降
と
を
比
較
し
て
、
猫
の
性
格
や
そ
の
観
察
す
る
対
象
が
相
違

し
、
第
三
章
以
降
、
苦
沙
弥
と
金
田
家
と
の
対
立
を
軸
に
作
品
が

一
つ
の
テ
ー

マ
を
持

っ
て
く
る
笹
）
な
ど
か
ら
考
え
て
、
作
品
内
容
が
大
き
く
変
化
し
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
章
以
降
の
長
編
化
に
当

っ
て
、
な
ん
ら
か
の
ビ
ジ

ョ
ン
な
い
し
思
想
が
、
漱
石
に
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

そ
の
長
編
化
を
構
想
す
る
際
に
、
漱
石
の
発
想
の
源
泉
と
し
て
注
目
さ
れ
る

の
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
代
表
的
な
文
芸

。
社
会
批
評
家
、
ト
マ
ス
・
カ
ー

ラ
イ
ル

（↓
ぎ
日
３

０
ミ
】く
【ｐ

一
七
九
五
～

一
人
八
一
年
）
の

『衣
服
哲
学
』

（で
ヽ
ミヽ

ヽ

●ヽミ

ミヽ
，

一
八
三
三
～

一
八
三
四
年
）
の
存
在
で
あ
ろ
う
。

と
く
に
第
七
章
の
銭
湯
の
場
面
で
、
猫
は

『
衣
服
哲
学
』
を
踏
ま
え
て
、
独

自
の

「
衣
服
哲
学
」
論
を
開
陳
す
る
が
、
こ
れ
は

一
つ
の
挿
話
に
終
ら
ず
、

『
猫
』
の
最
終
章
ま
で

『衣
服
哲
学
』
の
世
界
と
緊
密
に
相
対
応
し
て
展
開
し

て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
、
『衣
服
哲
学
』
が
単
な
る
衡
学
的
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
で

は
な
く
て
、
作
品
の
根
幹
に
関
わ
る
重
要
な
構
成
要
素
を
形
成
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
”

西

岡
　
礼
　
子

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『猫
』
の
第
七
章
以
降
に
絞

っ
て
、
ま
ず
第
七
章
で

「衣

服
」
論
を
述
べ
、
次
に
第
八

。
九
章
で
近
代
人
の
内
面
の
問
題
を
追
究
し
、
最

後
に
第
十

。
十

一
章
で
文
明
の
未
来
を
予
測
す
る
こ
と
を
通
し
て
文
明
批
評
を

試
み
た

『彿
一
の
展
開
と
、
『
衣
服
哲
学
』
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
し
て
分
析

を
加
え
た
い
。

な
お
、
『猫
』
の
第
三
章
以
降
と

『衣
服
哲
学
』
と
の
間
に
は
、
語
り
手
と

し
て
の
猫
と
編
者
の
役
割
が
類
似
し
、
両
作
品
の
主
眼
と
す
る
近
代
社
会
批
判

に
共
通
性
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
紙
数
の
関
係
上
今
回
は

指
摘
す
る
に
止
め
ヽ
別
稿
で
改
め
て
論
じ
た
い
。

漱
石
が
カ
ー
ラ
イ
ル
を
早
く
か
ら
知

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
諸
先
学
の

一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
カ
ー
ラ
イ
ル
の
思
想
や
文
学
手

法
を
漱
石
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ま
た
そ
れ
を
自
身
の
文
学
の
上
に
具
体
的
に

取
り
込
ん
で
い
行彙
の
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

一　

銭
湯
の
場
面
に
お
け
る

「
衣
服
哲
学
」
論

『猫
』
第
七
章
で
猫
は
銭
湯
見
物
に
出
掛
け
る
が
、
そ
こ
で
裸
の
人
間
を
目

の
当
り
に
し
て
、



「
世
界
広
し
と
雖
も
こ
ん
な
奇
観
は
又
と
あ
る
ま
い
。
何
が
奇
観
だ
？

何
が
奇
観
だ
つ
て
吾
輩
は
之
を
目
に
す
る
の
を
憚
か
る
程
の
奇
観
だ
。
此

硝
子
窓
の
中
に
う
ぢ
や
／
ヽ
、
が
あ
ノ
ヽ
騒
い
で
居
る
人
間
は
悉
く
裸
体

で
あ
る
。
台
湾
の
生
蕃
で
あ
る
。
二
十
世
紀
の
ア
ダ
ム
で
あ
る
。
抑
も
衣

「

日

劉

日

日

「

当

国

∃

翻

月

¶

引

∃

引

剣

ｄ

刻

利
ｄ
調

つｌ
ｄ
、
経
く
丈
は
や
め
て
や
る
が
、
―
―
人
間
は
全
く
服
装
で
持

つ
て
ゐ
る
の
だ
。」
（傍
線
論
者
）
∩
漱
石
全
集
』

一
九
九
三
年
版
　
第

一

巻
　
二
八
四
頁
）

と
述
べ
る
。
猫
は
裸
に
な

っ
た
人
間
の

「
一
大
奇
観
」
に
驚
い
て
、
本
質
的
に

衣
服
で
持

っ
て
い
る
の
が
人
間
だ
と
喝
破
す
る
が
、
傍
線
箇
所
か
ら
、
こ
れ
は

明
ら
か
に

『
衣
服
哲
学
』
を
話
題
に
し
て
い
る
。
以
下
、
猫
は
ト
イ
フ
ェ
ル
ス

ド
レ
ッ
ク
の
向
こ
う
を
張

っ
て
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
に
彼
の

『
衣
服
哲
学
』
論
を
披

露
す
る
。

「
近
頃
は
裸
体
画
々
々
々
と
云
つ
て
頻
り
に
裸
体
を
主
張
す
る
先
生
も
あ

る
が
あ
れ
は
あ
や
ま
つ
て
居
る
。
生
れ
て
か
ら
今
日
に
至
る
迄

一
日
も
裸

体
に
な
つ
た
事
が
な
い
吾
輩
か
ら
見
る
と
、
ど
う
し
て
も
間
違
つ
て
居
る
。

…
…
み
ん
な
が
着
物
を
き
れ
ば
人
間
は
服
装
の
動
物
に
な
る
。　
一
た
び
服

装
の
動
物
と
な
つ
た
後
に
、
突
然
裸
体
動
物
に
出
逢

へ
ば
人
間
と
は
認
め

な
い
、
獣
と
思
ふ
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
八
五
～
二
八
六
頁
）

ま
ず
、
生
れ
つ
き

「毛
」
と
い
う
着
物
を
脱
い
だ
こ
と
の
な
い
猫
か
ら
見
て

人
間
が

「服
装
の
動
物
」
で
あ
る
以
上
、
着
物
を
付
け
て
い
な
い

「裸
体
」
は

人
間
で
は
な
く

「獣
類
」
で
あ
る
と
、
衣
服
と
人
間
と
の
関
係
を
捉
え
る
。

「
衣
服
は
斯
の
如
く
人
間
に
も
大
事
な
も
の
で
あ
る
。
人
間
が
衣
服
か
、

衣
服
が
人
間
か
と
云
ふ
位
重
要
な
条
件
で
あ
る
。
人
間
の
歴
史
は
…
…
単

に
衣
服
の
歴
史
で
あ
る
と
申
し
た
い
位
だ
。
」
　
　
　
　
　
（
二
八
七
頁
）

人
間
に
と

っ
て

「
大
事
な
」
、
「
重
要
な
条
件
」
で
あ
る
衣
服
の
変
遷
を
通
し
て

人
間
の
歴
史
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
猫
の
論
の
展
開
は
、
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ド
レ

ッ
ク
の

「
衣
服
の
哲
学
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
『
衣
服
哲
学
』
の
概
略
を
み
て
お
こ
う
。

『
衣
服
哲
学
』
は
、
衣
服
が
人
間
社
会
の
す
べ
て
の
問
題
を
網
羅
し
て
い
る

と
い
う
視
点
か
ら
、
衣
服
の
象
徴
的
役
割
を
譜
謹
的
に
論
述
し
た
書
で
あ
る
。

衣
服
を
学
問
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
自
体
、
衣
服
に
託
け
て
社
会
制
度
、
階
級
、

貧
富
な
ど
の
経
済
問
題
、
そ
し
て
奢
多
を
痛
烈
に
諷
刺
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

作
品
の
枠
組
は
、
副
題
と
し
て

「
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ド
レ
ッ
ク
教
授
の
生
活
と

意
見

（↓
す
ｏ
口
お

”
●
Ｏ
ｏ
ｏ
一●
いｏ
●
Ｒ

目
８
ヽ
↓
Ｏ
Ｌ
ｏ
一ａ
＆
ｏ
″
じ
」
と
付
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
教
授
の
論
文

「
衣
服
、
そ
の
起
源
と
影
響

（９
２

，
３
¨

３
ｏ
〓

ｏ
いヽ”
す

”
●
０
す
●
口
ｏ
う
Ｏｅ
」
を
編
集
者

（↓
，
ｏ
日
０
いざ
じ

が
翻
訳
、

編
集
し
、
あ
わ
せ
て
彼
の
伝
記
を
も
ま
と
め
て
い
き
な
が
ら
、
そ
こ
に
編
集
者

自
身
の
見
解
を
付
け
加
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

巻
頭
で
ま
ず
編
者
は

「
衣
服
の
哲
学
」
の
重
要
性
を
説
い
て
、
人
間
と
は
本

質
的
に
衣
服
を
着
て
い
な
い

「裸
の
動
物

（Ｚ
”
府
ｏ
ヽ
＞
ュ
ヨ
”
】と

で
あ
る
と

定
義
す
る
。
衣
服
が
人
間
社
会
の
象
徴
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
衣
服
を
脱
い
だ

裸
体
に
人
間
の

「
自
我

（〓
”
●
φ̈
∽
ｏ
Ｌ
ヽ

，
お

∽
ｏ
一ｈと

が
表
出
す
る
と
彼
は

把
握
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「
衣
服
と
い
う
組
織
は
人
間
の
霊
魂
が

一
番
外
側
の
蔽
い
、
上
着
と
し
て

着
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
人
間
の
他
の
全
組
織
が
包
ま
れ
、
保

護
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
で
人
間
の
全
能
力
が
活
動
し
、
人
間
の
全
自
我

が
生
き
、
動
き
、
ま
た
在
る
の
で
あ
る
。
」

「
ど
の
思
索
に
お
い
て
も
大
抵
の
思
想
家
た
ち
は
、
人
間
を
衣
服
を
着
た



動
物
だ
と
暗
黙
の
う
ち
に
考
え
て
き
た
が
、
人
間
は
本
来
裸
の
動
物
で
あ

り
、
あ
る
情
況
の
場
合
だ
け
、
故
意
に
ま
た
計
画
的
に
衣
服
を
着
用
す
る

も
の
で
あ
る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（第

一
編
第

一
章
、
や
や

〓
一頁
）

こ
の
編
者
が
共
鳴
す
る
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ド
レ
ッ
ク
の
論
文

は
、
「
衣
服

の
起

源
、
歴
史
」
を
論
じ
た
上
で
、
衣
服
の
社
会
的
作
用
や
影
響
力
に
つ
い
て

「思

索
的
、
哲
学
的
」
に
解
明
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

教
授
は

「
衣
服
は
我
々
を
衣
服
に
合
わ
せ
て
仕
立
て
あ
げ
堕
落
さ
せ
て
し
ま

う
」
と
、
衣
服
に
よ

っ
て
象
徴
さ
れ
る

「
習
慣
」
や

「
偏
見
」
を
批
判
す
る

（第

一
編
第
八
章
）
。
ま
た

「
衣
服
と
自
己
と
は

一
体
不
可
分
ら

も
の
で
は
な

い
」
と
考
え
る
彼
は
、
「
外
か
ら
付
加
し
た
蔽
い
物
を
脱
ぎ
棄
て
」
、
あ
る
い
は

「
衣
服
を
透
明
に
な
る
ま
で
見
通
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
現
れ
た

「裸
」
に
表
象

さ
れ
る

「
自
我
」
に
価
値
を
置
い
て
、
そ
の
精
神
の
働
き
―
―

「
英
知

（■
●

０
０
日
）」
を
重
視
す
る

（第

一
編
第
十
章
）。

し
か
し
な
が
ら
、
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ド
レ
ッ
ク
は
衣
服
の
存
在
そ
の
も
の
を
否

定
は
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
人
間
は
衣
服
を
纏
う
こ
と
で

「羞
恥
心
」
が
生
じ
、

単
な
る

「
二
足
獣

（σ
”Ｏ
ｏ
ｅ
」
か
ら
人
間
に
な

っ
た
と
し
て
、
衣
服
の
道
徳
的

利
点
を
認
め
る

（第

一
編
第
五
章
）
。
さ
ら
に
、
身
体
を

「防
衛
」
す
る
警
察

や
軍
隊
、
霊
魂
を
監
督
す
る
教
会
制
度
を
、
人
間
と
社
会
の
秩
序
を
護
る

「
エ

プ
ロ
ン
」
に
た
と
え
て
、
「
衣
服
の
効
用

（↓
〓
ｏ
二
”Ｆ
く
Ｒ

ｏ
Ｆ３
汗
∽と

を

説
く

（第

一
編
第
六
章
）
。
教
授
に
よ
れ
ば

「
社
会
は
服
地
を
基
礎
に
し
て
で

き
あ
が

っ
て
い
る
」
（第

一
編
第
八
章
）
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
布
地
を
い
か
に

社
会
の
状
態
に
合

っ
た
衣
服
に

「
仕
立
て
」
、
「
時
代
の
変
化
」
と
と
も
に
合
わ

な
く
な

っ
た
衣
服
を

「仕
立
て
直
す
」
の
か
が
肝
要
な
の
で
あ
る

（第

一
編
第

六

。
九
章
）。

こ
の
よ
う
に
、
文
明
が
発
展
す
る
程
衣
服
の
重
要
性
は
増
す
の
で
、
衣
服
は

人
間
に
と

っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

「裸
体
主
義
」

は
、
「
衣
服
が
剥
ぎ
取
ら
れ
る
と
と
も
に
、
政
府
、
議
会
、
財
産
、
警
察
、
文

明
社
会
の
全
機
構
が
、
泣
き
叫
ぶ
声
と
と
も
に
、
溶
け
て
し
ま
う
」
（第

一
編

第
九
章
）
―
―
人
間
社
会
を
崩
壊
と
無
秩
序
状
態
に
陥
ら
せ
る
思
想
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
た
と
え
社
会
を
平
等
化
し
て
も
、
そ
れ
に
よ

っ
て
真
の
平
等
は

実
現
せ
ず
、
コ
日
な
が
ら
の
階
級
の
差
別
が
再
び
確
立
さ
れ
る
」
（第
三
編
第

一

章
）
と
、
彼
は
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ド

レ
ッ
ク
は

「裸
体
主
義
」
と
称
さ
れ
る
平
等
主
義
を
拒
絶
す
る
。

さ
て
、
『
猫
』
の
猫
に
よ
れ
ば

「
衣
服
の
歴
史
」
は

「
平
等
に
安
ん
」
じ
得

な
い
人
間
が
、
他
人
と
は
違
う
自
己
を
主
張
す
る
た
め
に
衣
服
を
発
明
し
た
と

こ
ろ
に
始
ま
る
。
そ
の

「猿
股
期
、
羽
織
期
の
後
に
来
る
の
が
袴
期
で
あ
る
」

と
辿

っ
た
衣
服
の
変
遷
も
ま
た
、
人
間
の

「勝
ち
た
い
ノ
ヽ
の
勇
猛
心
の
凝
つ

て
様
々
の
新
形
と
な
つ
た
も
の
で
、
お
れ
は
手
前
ぢ
や
な
い
ぞ
と
振
れ
て
あ
る

く
代
り
に
被
つ
て
居
る
」
と
、
猫
は
捉
え
る
。

「
し
て
見
る
と
こ
の
心
理
か
ら
し
て
一
大
発
見
が
出
来
る
。
夫
は
外

で
も

な
い
。
自
然
は
真
空
を
忌
む
如
く
、
人
間
は
平
等
を
嫌
ふ
と
云
ふ
事
だ
。」

（
二
八
九
頁
）

こ
の

「
平
等
を
嫌
つ
」
て
、
誰
よ
り
も
優
位
に
立
ち
た
い
と
い
う
欲
求
は
、
人

間
の
本
源
的
な
性
向
で
あ
る
か
ら
、
か
り
に
元
の

「
公
平
時
代
」
に
戻

っ
た
と

し
て
も
、
人
間
は
ま
た
新
し
い
衣
服
を
発
明
し
て

「差
別
を
立
て
よ
」
う
と
せ

ず
に
は
お
れ
ず
、
ど
こ
ま
で
も

「
化
物
の
競
争
」
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
人
間
に
と

っ
て

「衣
服
は
到
底
脱
ぐ
事
は
出
来
な
い
も
の
に
な
つ
て
居

る
」
と
、
論
を
結
ぶ
。
競
争
心
が
人
間
の

「本
性
」
で
あ
る
限
り
、
「
公
平
」

（平
等
）
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
漱
石
の
こ
の
認
識
は
、
カ
ー
ラ
イ
ル
が

「
裸

体
主
義
」
を
退
け
た
と
こ
ろ
と

一
致
す
る
。



し
か
し
、
漱
石
と
カ
ー
ラ
イ
ル
と
の
違
い
は
、
前
者
が
衣
服
に
象
徴
さ
れ
た

文
明
の
発
達
の
原
動
力
と
し
て
、
人
間
の
利
己
心
、
競
争
心
を
捉
え
て
い
る
の

に
対
し
て
、
カ
ー
ラ
イ
ル
は
、
衣
服
の
起
源
を

「野
蛮
人
の
最
初
の
欲
求
は
装

節
で
あ
る
」
と
捉
え
、
流
行
を

「服
飾
の
術
」
の
張
り
合
い
に
あ

っ
た
と
す
る

（第

一
編
第
五

・
七
章
）
。
カ
ー
ラ
イ
ル
が
衣
服
の
流
行
を
単
な
る
人
間
の
奢
修

の
欲
求
の
表
れ
と
み
て
、
「
衣
服
の
効
用
」
の
方
を
強
調
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
漱
石
は
そ
の
衝
動
を
引
き
起
こ
す
人
間
の
内
的
作
用
と
し
て
あ
る
利
己
心
、

競
争
心
を
問
題
に
し
て
い
る
。
漱
石
が
と
く
に
経
済
的
作
用
を
重
視
し
て
人
間

の
中
の
競
争
心
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
は
、
カ
ー
ラ
イ
ル
よ
り
も
社
会
経
済
の
把

握
と
し
て
広
く
て
深
い
。

こ
の
よ
う
に
、
猫
は
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ド
レ
ッ
ク
に
依
拠
し
な
が
ら
、
自
身
の

「
衣
服
哲
学
」
を
論
じ
た
後
で
、
今

一
度
、
風
呂
場
で
の

「
化
物

の
轟
く
様
」

を
観
察
し
た
後
で
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

「
此
湯
槽
に
浮
い
て
居
る
も
の
、
此
流
し
に
ご
ろ
ノ
ヽ
し
て
居
る
も
の
は

文
明
の
人
間
に
必
要
な
服
装
を
脱
ぎ
棄
て
る
化
物
の
団
体
で
あ
る
か
ら
、

無
論
常
規
常
道
を
以
て
律
す
る
訳
に
は
い
か
ん
。
何
を
し
た
つ
て
構
は
な

い
。
…
三
然
し
一
た
び
流
し
を
出
て
板
の
間
に
上
が
れ
ば
、
も
う
化
物
で

も
な
い
。
普
通
の
人
類
の
生
息
す
る
娑
婆

へ
出
た
の
だ
、
文
明
に
必
要
な

る
着
物
を
き
る
の
だ
。
従
つ
て
人
間
ら
し
い
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ん
筈
で
あ
る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
九
八
頁
）

こ
こ
で
漱
石
が
、
「流
し
」
に
い
る
裸
体
の
人
間
を
勝
手
し
放
題
を
す
る

「
化

物
の
団
体
」
と
捉
え
、
そ
れ
に
対
し
て
、
「敷
居
」
で
隔
て
ら
れ
た

「
板
の
間
」

で
着
る
衣
服
を
秩
序
あ
る
文
化
社
会
の
象
徴
と
し
て
捉
え
た
と
こ
ろ
は
、
ま
さ

し
く

「
裸
体
主
義
」
を
認
め
ず
、
「
衣
服
の
効
用
」
を
主
張
し
た
カ
ー
ラ
イ
ル

の
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
と
み
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
流
し
」

と

「
板
の
間
」
と
の
対
照
に
よ

つ
て
、
「
裸
体

（
ア
ダ
ム
と

と

「着
衣
」
と
を

対
比
さ
せ
た
趣
向
は
、
『
衣
服
哲
学
』

の

「着
衣
の
世
界

（↓
す
ｏ
■
９
〓

〓

９
ｏ
一汀
●）」
（第

一
編
第
五
章
）、
「脱
衣

の
世
界

（↓
す
ｏ
■
Ｒ
〓

ｏ
二

ｏ
い

Ｏ
ｏ

，
８
ビ

（第

一
編
第
八
章
）
、
「
裸
体
主
義

（＞
ヽ
”
日
〓
ｏ日
と

（第

一
編
第

九
章
）
の
章
の
名
称
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
て
、
漱
石
の
カ
ー
ラ
イ
ル
ヘ

の
拘
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

個
性
あ
る
衣
服
で
包
ま
れ
た
社
会
の
基
本
は
何
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
カ
ー

ラ
イ
ル
に
よ
る
と
、
『
衣
服
哲
学
』
第

一
編
の
第
十
章

「純
粋
理
性
」
（
”
日
ｏ

”
８
８
じ

で
、
衣
服
の
奥
の
自
我
の
問
題
に
ま
で
話
を
進
め
て
い
る
よ
う
に

人
間
の
内
面

。
自
我
に
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
第
二
編
は
そ
の
具
体
例
と
し

て
、
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ド
レ
ッ
ク
の
精
神
形
成
を
綴
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
我
の

問
題
を
追
究
し
て
い
く
。
『猫
』
に
お
い
て
も
、
第
七
章
で
苦
沙
弥
を
裸
に
し

た
こ
と
を
契
機
に
し
て
、
そ
れ
ま
で
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
苦
沙
弥
の
内
面
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
て
い
く
。
『猫
』
は
話
の
展
開
に
お
い
て
も

『
衣
服
哲
学
』
に

準
拠
し
て
い
る
。

二

「
文
明
社
会
」
に
お
け
る
人
間

の
内
面

の
問
題

第
八
章
で
は
、
苦
沙
弥
の

「自
己
の
研
究
」
の
発
端
に
な

っ
た
騒
動
が
起
き

２つ
。苦

沙
弥
は
作
品
全
体
を
通
し
て
、
「胃
病
」
に
悩
ま
さ
れ
、
「
牡
蠣
」
の
よ
う

に
内
に
閉
じ
籠
り
、
「
頑
固
光
沢
消
し
」
で

「融
通
の
利
か
な
い
」
、
「痢
績
持

ち
」
の
性
格
と
し
て
造
形
‐さ
れ
て
い
る
。
「書
斎
に
立
籠
つ
」
て
、
日
記
に

「
自
己
の
面
目
」
を
書
き
付
け
る
日
々
を
送
る

「
頑
固
」
、
「
偏
屈
」
な
性
格

の

奥
に
、
文
明
に
対
す
る
不
平
を
内
包
し
て
い
る
先
生

の
人
間
造
形
は
、
『
衣
服

哲
学
』
の

「
監
視
塔
の
最
上
階
に
立
て
籠
り
」
、
世
間
と
交
わ
ら
ず
、
「
孤
高
」
に



生
き
た
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ド
レ
ッ
ク
教
授

（第

一
編
第
三
章
）
を
連
想
さ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
同
時
に

「
カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館
」
で
漱
石
の
描
い
た
カ
ー
ラ
イ
ル

像
と
二
重
写
し
に
な

っ
て
い
る
。

カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館
を
訪
れ
た

「余
」
（漱
石
）
は
、
そ
の
部
屋
の

一
つ
一

つ
を
見
て
廻
り
な
が
ら
、
殺
風
景
な

「
四
角
」
い
建
物
に
立
て
籠

っ
て
、
「
四

千
万
の
愚
物
と
天
下
を
罵
」
り
、
「
四
十
年
間
八
釜
敷
い
小
言
を
吐
き
続
け
に

吐
」
き
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
著
述
に
専
念
し
て
、
「
ヂ
ス
レ
リ
ー
の
周
旋

に
か

か
る
年
給
を
憤
け
て
四
角
四
面
に
暮
し
た
」
カ
ー
ラ
イ
ル
の
人
生
を
思
う
。
彼

の

「
四
角
四
面
」
の
性
格
及
び
人
生
と
、
「真
四
角
な
家
」
が
重
ね
合
わ
さ
れ
、

「
余
」
は

「
四
角
は
ど
こ
迄
も
此
家
の
附
属
物
か
と
思
」
う
。

建
物
か
ら
受
け
る

「
四
角
」
の
印
象
と
、
カ
ー
ラ
イ
ル
の

「
四
角
四
面
」
の

性
格
と
人
生
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
執
拗
に

「
四
角
」
に
拘

っ
た
描
写
の
繰
り

返
し
や
、
「
鉛
色
の
空
」
を

「胃
病
や
み
の
様
に
垂
れ
か
か
つ
た
」
と
形
容
し

た
情
景
描
写
に
、
漱
石
の
抱
い
た
カ
ー
ラ
イ
ル
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

塔
の
よ
う
な
飾
り
気
の
な
い
家
に
立
て
籠

っ
て
、
世
の
中
に
対
す
る
不
平
を

紙
上
に
表
し
、
「
四
角
四
面
」
、
「痢
癖
」
を
通
し
た
カ
ー
ラ
イ
ル
の
人
生
は
、

同
時
に
、
苦
沙
弥
の

「頑
固
」
で

「
四
角
」
な
性
格
を
髪
髯
さ
せ
る
。

家
の
屋
根
裏
部
屋
に
設
け
ら
れ
た
書
斎
を
見
た

「余
」
が
、
周
囲
か
ら
聞
こ

え
て
く
る
物
音
に
過
敏
で
あ

っ
た
カ
ー
ラ
イ
ル
の
逸
話
を
語
る
件
が
あ
る
。
彼

は
一
切
の
物
音
を
遮
断
す
る
た
め
に
、
天
丼
裏
を
書
斎
に
し
て
立
て
籠
る
の
だ

が
、
そ
れ
で
も
や
は
り

「
下
界
の
声
」
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

カ
ー
ラ
イ
ル
の

「鋭
敏
な
る
神
経
を
刺
激
し
」
た

「声
」
の
正
体
は
何
で
あ

っ

た
の
か
に
思
い
を
致
し
た

「
余
」

は
、
「英
国
に
お
い
て
カ
ー
ラ
イ
ル
を
苦
し

め
た
る
声
は
独
逸
に
お
い
て
シ
ヨ
ベ
ン
ハ
ウ
ア
を
苦
し
め
た
る
声
で
あ
る
」
と

述
べ
て
、
シ
ョ
ー
ベ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の

「
騒
音
に
つ
い
て

（^
〇^
●
Ｚ
ｏ
汗８
．じ
」
と

題
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
の
一部
分
を
引
用
す
密
も

「
カ
ン
ト
は
活
力
論
を
著
せ
り
、
余
は
反
つ
て
活
力
を
弔
ふ
文
を
草
せ
ん

と
す
。
物
を
打
つ
音
、
物
を
敲
く
音
、
物
の
転
が
る
音
は
皆
活
力
の
濫
用

に
し
て
余
は
之
が
為
め
に
日
々
苦
痛
を
受
く
れ
ば
な
り
。
音
響
を
聞
き
て

何
等
の
感
を
も
起
さ
ゞ
る
多
数
の
人
我
説
を
き
か
ば
笑
ふ
べ
し
。
去
れ
ど

世
に
理
屈
を
も
感
ぜ
ず
思
想
を
も
感
ぜ
ず
詩
歌
を
も
感
ぜ
ず
美
術
を
も
感

ぜ
ざ
る
も
の
あ
ら
ば
そ
は
正
に
此
輩
な
る
事
を
忘
る
ゝ
勿
れ
。
彼
等
の
頭

脳
の
組
織
は
麓
猿
に
し
て
悟
り
鈍
き
事
其
の
源
因
た
る
は
疑
ふ
ぺ
か
ら

ず
」
　
　
　
　
　
　
　
（『全
集
』

一
九
九
四
年
版
　
第
二
巻
　
四
二
頁
）

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
出
す
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
音
は
本

能
的
な
生
の
意
志
に
突
き
動
か
さ
れ
て
、
物
質
的
な
欲
望
を
追
い
求
め
る
人
間

の

「活
力
」
の
浪
費
で
し
か
な
く
、
人
間
に
真
の
幸
福
も
魂
の
救
済
も
も
た
ら

す
も
の
で
は
な
い
。
思
索
を
通
し
て
倫
理
的
に
、
ま
た
詩
や
芸
術
を
通
し
て
美

的
に
生
き
る
こ
と
が
、
苦
か
ら
免
れ
る
解
脱

へ
の
道
で
あ
る
が
、
世
の
中
の
大

多
数
は
そ
れ
に
気
づ
か
ず
、
自
ら
引
き
起
こ
す
音
響
に
よ

っ
て
ま
す
ま
す
鈍
感

に
な

っ
て
い
く
と
彼
は
批
判
す
る
。
音
に
思
考
を
妨
げ
ら
れ
る
知
識
人
は
、
人

間
の
活
動
に
よ

っ
て
出
さ
れ
る
音
が
、
人
間
自
身
を
ま
す
ま
す
追
い
詰
め
て
い

る
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。

カ
ー
ラ
イ
ル
を

「呪
の
如
く
追
い
か
け
て
」
苦
し
め
た
声
と
は
、
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
エ
ル
を
苦
し
め
た
音
と
同
質
の
、
「十
九
世
紀
」
の
社
会
を
象
徴
す
る

声
で
あ

つ
た
。
書
斎
の
経
営
に
腐
心
し
た
カ
ー
ラ
イ
ル
に
興
味
を
示
し
た
漱
石

は
、
カ
ー
ラ
イ
ル
の
悩
む
音
の
本
質
が
、
覚
醒
し
た
近
代
知
識
人
の
苦
悩
の
コ

ア
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
鋭
く
見
抜
い
た
の
で
あ

っ
崎
¨

苦
沙
弥
が
落
雲
館
の
生
徒
た
ち
の
出
す

「音
」
に
痢
績
を
起
こ
す
話
は
、
カ

ー
ラ
イ
ル
の
こ
の
音
に
纏
わ
る
逸
話
を
踏
ま
え
て
い
る
。
「臥
竜
窟
」
と
見
立



て
ら
れ
た
家
の
書
斎
に

「
立
籠
つ
」
て
い
る
先
生
は
、
生
徒
た
ち
が
先
生
を

「
か
ら
か
う
」
た
め
に
仕
掛
け
て
く
る
様
々
な

「音
」
の
攻
勢
と
、
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
の
丸
を

「臥
竜
窟
」
に
降
ら
せ
る

「ダ
ム
ダ
ム
弾
」
攻
撃
に
苛
々
を
募
ら

せ
、
彼
ら
と
摩
擦
を
起
こ
す
。
外
界
と
の
接
触
を
極
力
避
け
て
暮
す

「
消
極

的
」
な
先
生
も
、
外
か
ら
の
一
方
的
な
圧
迫
を
受
け
て
、
否
応
な
く
そ
れ
に

「応
戦
」
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
こ
の

翌
こ

騒
動
は
、
先
生
と
生
徒
た

ち
と
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
滑
稽
な

「戦
闘
」
話
に
終
ら
な
い
。
こ
の
事
件

に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た

「逆
上
」
を
端
緒
に
し
て
、
苦
沙
弥
の
心
の
問
題

は
、
最
終
的
に
近
代
社
会
と
人
間
の
精
神
に
関
わ
る
テ
ー
マ
ー
ー
文
明
批
評
に

大
き
く
発
展
し
て
い
く
。

し
た
が

っ
て
、
近
代
知
識
人
で
あ
る
苦
沙
弥

に
と

っ
て
も
、
コ
星

は
精
神

を
苛
立
た
せ
、
世
の
中
に
対
す
る

「
不
平
」
を
喚
起
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
、

重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
。

生
徒
た
ち
と
の
応
酬
に
よ

っ
て

「逆
上
」
の

「最
高
度
に
達
し
た
」
先
生
は
、

自
ら
の

「逆
上
」
を
自
覚
し
て

「斯
の
如
く
年
中
績
を
起
し
つ
ゞ
け
は
ち
と
変

だ
と
気
が
付
」
く
。
そ
の
先
生
に

「肝
積
」
の
療
法
が
三
つ
示
さ
れ
る
。

「鈴
木
の
籐
さ
ん
は
金
と
衆
と
に
従

へ
と
主
人
に
教

へ
た
の
で
あ
る
。
甘

木
先
生
は
催
眠
術
で
神
経
を
沈
め
ろ
と
助
言
し
た
の
で
あ
る
。
最
後
の
珍

客
は
消
極
的
の
修
業
で
安
心
を
得
ろ
と
説
法
し
た
の
で
あ
る
。
」

２
一五
八
頁
）

ま
ず
実
業
家
の
鈴
木
が
説
く
処
世
術
は
、
こ
の
世
の
中
は
資
本
家
と
大
衆
と
か

ら
な
る
近
代
社
会
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
迎
合
し
て
い
く
の
が
生
き
易
く
、
ま

た
そ
う
し
な
け
れ
ば
損
に
な
る
と
い
う
資
本
主
義
の
精
神
で
あ
る
。
次
に
医
者

か
ら
試
さ
れ
た
催
眠
術
は
、
当
時
西
欧
で
行
わ
れ
た
最
新
の
心
理
的
精
神
療
法

で
あ
る
。
さ
ら
に
第
三
の
方
法
と
し
て
、
哲
学
者
の
八
木
独
仙
か
ら
は
、
「積

極
主
義
」
的
な
西
洋
思
想
に
よ
っ
て
は
心
の
自
由
が
得
ら
れ
な
い
か
ら
、
東
洋

思
想
に
基
づ
い
た

「消
極
的
精
神
修
養
」
を
奨
め
ら
れ
る
。

先
生
の
病
気
の
根
本
原
因
は
、
彼
が

「僕
は
不
愉
快
で
、
肝
績
が
起
つ
て
堪

ら
ん
。
ど
つ
ち
を
向
い
て
も
不
平
許
り
だ
」
と
吐
露
し
て
い
る
よ
う
に
、
実
は

世
の
中
に
対
す
る

「
不
愉
快
」
、
「
不
平
」
が
高
じ
た
も
の
で
あ

っ
た
わ
け
だ
が
、

こ
れ
は

「金
と
衆
」
に
象
徴
さ
れ
る
近
代
社
会
の
中
で
圧
迫
を
受
け
、
孤
立
せ

ざ
る
を
得
な
い
知
識
人
の
苦
悩
が
、
「逆
上
」
と
い
う
病
気
に
な

っ
て
顕
現
し

た
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
第
九
章
で
は
、
先
生
は

「
自
分
の
心
を
自
由
に
す
る
」
、
す
な
わ
ち

「
自
我
」
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

（自
律
さ
せ
る
）
こ
と
に
関
心
を
示
し
て
、

第
三
の
療
法
の

「消
極
的
精
神
修
養
術
」
を
試
み
る
。

落
雲
館
の
生
徒
達
と
の
喧
嘩
を
思
い
止
ま
っ
て
、
「書
斎
に
立
て
籠
つ
て
し

き
り
に
何
か
考

へ
」
始
め
た
先
生
の
様
子
を
、
猫
が
窺

っ
て
み
る
と
、
先
生
は

「甚
だ
熱
心
な
る
容
子
を
以
て

一
張
来
の
鏡
を
見
つ
め
て
居
」
る
。
猫
は
こ
れ

も
立
派
な

「
自
己
の
研
究
」
だ
と
皮
肉
る
が
、
猫
に
よ
る
と

「
几
て
人
間
の
研
究
と
云
ふ
も
の
は
自
己
を
研
究
す
る
の
で
あ
る
。
…
…

若
し
人
間
が
自
己
以
外
に
飛
び
出
す
事
が
出
来
た
ら
、
飛
び
出
す
途
端
に

自
己
は
な
く
な
つ
て
仕
舞
ふ
。
而
も
自
己
の
研
究
は
自
己
以
外
に
誰
も
し

て
く
れ
る
者
は
な
い
。」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
六
八
頁
）

鏡
で
自
分
を
見
る
と
い
う
先
生
の
行
為
は
、
自
分
の
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
に
関
心
を
持

っ
た
先
生
が
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず

「
自
己
の
研
究
」
と
い

う
心
の
探
究
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
問
題
に
行
き
当

っ
た
こ
と
を
表
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

先
生
の
こ
の

「
自
己
の
研
究
」
は
、
実
は
カ
ー
ラ
イ
ル
が

『
衣
服
哲
学
』
の

第
二
編
で
究
明
し
て
い
る
論
題

で
も
あ
る
。
『
衣
服
哲
学
』
第
二
編
は
、
ト
イ



フ
ェ
ル
ス
ド
レ
ッ
ク
の
伝
記
部
分
で
、
彼
の
生
い
立
ち
か
ら
自
己
を
確
立
す
る

ま
で
の
精
神
形
成
の
過
程
を
克
明
に
綴

っ
て
い
る
。
圧
巻
は
、
第
七
章

「永
遠

の
否
定

（↓
す
ｏ
同
く
８
】３
絆】●
”
Ｚ
ｅ
」
か
ら
第
八
章

「
無
関
心
の
中
心

（Ｏ
ｏ
ュ
８

Ｒ

す
０
壕
ｏ
お
Ｒ
ｅ
」
を
経
て
、
第
九
草
の

「
水
遠
の
肯
定

（↓
す
ｏ
国
く
８
］湯
ｒ

〓
”
く
ｏ
じ
」
に
到
達
す
る

一
つ
の
魂

の
再
生
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
代
合

理
主
義
の
洗
礼
を
受
け
た
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ド
レ
ッ
ク
は
、
自
分
の
信
仰
に
深
刻

な
疑
間
を
抱
い
て

一
度
は
精
神
的
支
柱
を
失
う
が
、
人
生
に
つ
い
て
の
深
い
懐

疑
と
煩
悶
の
末
に
、
従
来
の
宗
教
や
、
十
八
世
紀
以
来
の
合
理
主
義
に
基
づ
く

個
人
的
快
楽
主
義
、
功
利
主
義
か
ら
は
生
き
る
意
義
を
見
出
せ
な
い
と
し
て
、

こ
れ
ら
を
否
定
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
自
ら
の

「
自
己

否
定

（＞
●
●
】〓
】鮮
【ｏ
●
Ｒ

∽
ｏ一〔ど

と

「義
務

（∪
二
じ
」
に
殉
ず
る
こ
と
が

真
の
生
命
の
復
活
に
繋
が
る
こ
と
だ
と
悟
る
に
至
る
。
こ
の
精
神
形
成
の
過
程

で
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ド
レ
ッ
ク
は
、
「
自
分
自
身
を
研
究
す
る
こ
と

（げ
く
降
巳
く

Ｒ

く
ｏ
日
のｏ
】』と

に
よ

っ
て
、
「内
面
的
、
外
面
的
な
自
己
の
可
能
性
を
発
見

す
る
」
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
、
自
己
の
研
究
を
推
し
進
め
る
。
そ
の
結
果
、

彼
は
利
己
的
で
懐
疑
的
な
自
我
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
他
的
な
永
遠

の
自
己
を
発
見
し
、
「精
神
的
解
放

（∽
づ
〓
〓
臓

”
ュ
澪
●
ｏ
〓
８
ヨ
０
ユ
ど

を

得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て

「精
神
修
養
」
を
試
み
よ
う
と
し
て

「
自
己
の
研
究
」
を
始

め
た
苦
沙
弥
は
、
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い
る
う
ち
に

「何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
く

な
つ
」
て
、
そ
れ
を
中
途
で
投
げ
出
し
て
し
ま
う
。
「
自
我
」
を
意
識
し
た
近

代
人
で
あ
る
先
生
は
、
も
は
や
東
洋
主
義
で
自
己
を
否
定
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、

か
と
い
っ
て
、
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ド
レ
ッ
ク
の
よ
う
に
自
我
を
克
服
す
る
段
階
に

は
至
ら
ず
、
逢
巡
し
て
い
る
。
そ
こ
で
自
我
を
意
識
し
た
人
間
の
心
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
が
次
に
問
題
と
な
ろ
う
。

〓
一　
漱
石
と
カ
ー
ラ
イ
ル
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
文
明
の
末
来
記
」

『猫
』
の
第
十
章
で
は
、
自
己
と
時
代
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
文
明
社
会

の
中
で
人
間
の
心
の
問
題
を
取
り
扱
う
。

哲
学
者
八
木
独
仙
は

「
馬
鹿
竹
」
の
講
話
で
、
今

の
時
代

は
人
間
の
心
に

「魂
胆
が
あ
り
過
ぎ
る
」
、
こ
れ
が

「文
明
の
弊
」
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
す
な

わ
ち
、「

明
治
の
代
は
男
子
と
雖
文
明
の
弊
を
受
け
て
多
少
女
性
的
に
な
つ
て
居

る
か
ら
、
よ
く
入
ら
ざ
る
手
数
と
労
力
を
費
や
し
て
、
是
が
本
筋
で
あ
る
、

紳
士
の
や
る
べ
き
方
針
で
あ
る
と
誤
解
し
て
居
る
も
の
が
多
い
様
だ
が
、

是
等
は
開
化
の
業
に
東
縛
さ
れ
た
崎
形
児
で
あ
る
。
…
…
人
間
は
魂
胆
が

あ
れ
ば
あ
る
程
、
其
魂
胆
が
崇
つ
て
不
幸
の
源
を
な
す
の
で
、
多
く
の
婦

人
が
平
均
男
子
よ
り
不
幸
な
の
は
、
全
く
此
魂
胆
が
あ
り
過
ぎ
る
か
ら
で

あ
る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
四

一
頁
）

さ
ら
に
、
先
生
に
教
え
子
の
武
右
衛
間
が
艶
書
事
件
の
後
始
末
を
依
頼
し
た

場
面
で
、
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
人
た
ち
が

「個
々
別
々
」
に
反
応
す
る
の
を
猫

は
観
察
し
て
、
近
代
人
の
性
質
を
次
の
よ
う
に
評
す
る
。

「
人
間
が
そ
ん
な
に
情
深
い
、
思
ひ
や
り
の
あ
る
動
物
で
あ
る
と
は
甚
だ

受
け
取
り
に
く
い
。
只
世
の
中
に
生
れ
て
来
た
賦
税
と
し
て
、
時
々
交
際

の
為
め
に
涙
を
流
し
て
見
た
り
、
気
の
毒
な
顔
を
作
つ
て
見
せ
た
り
す
る

許
り
で
あ
る
。
云
は
ゞ
誤
魔
化
し
性
表
情
で
、
実
を
云
ふ
と
大
分
骨
が
折

れ
る
芸
術
で
あ
る
。
此
誤
魔
化
し
を
う
ま
く
や
る
も
の
を
芸
術
的
良
心
の

強
い
人
と
云
つ
て
、
是
は
世
間
か
ら
大
変
珍
重
さ
れ
る
。」
（
四
六
三
頁
）

「
冷
淡
は
人
間
の
本
来
の
性
質
で
あ

っ
て
、
其
性
質
を
か
く
さ
う
と
力
め



な
い
の
は
正
直
な
人
で
あ
る
。
…
…
正
直
で
す
ら
払
底
な
世
に
そ
れ
以
上

を
予
期
す
る
の
は
、
…
…
あ
て
に
な
ら
な
い
無
理
な
注
文
で
あ
る
。
」

（
四
六
四
頁
）

人
間
の
心
は
本
来

「冷
淡
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
う
ま
く

「誤
魔
化
す
」
こ
と

の
で
き
る
人
が
、
コ
ム
術
的
良
心
」
の
長
け
た
人
で

「世
間
か
ら
珍
重
さ
れ
る
」

の
に
対
し
て
、
「冷
淡
」
を
隠
す
こ
と
の
で
き
な
い

「
正
直
」
な
人
は
、
逆

に

文
明
社
会
で
は
生
き
に
く
い
人
間
に
な

っ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
に
、
近
代
社
会
は
人
間
か
ら
正
直
な
心
を
奪

っ
て
、
狡
知
に
長
け
、

心
を
取
り
繕
う
術
を
発
達
さ
せ
る
が
、
こ
の
現
状
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
。
最
終
章
の
第
十

一
章
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
と
人
間
と
は
ど

う
な

っ
て
い
く
の
か
と
い
う
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、
「文
明
の
未
来
記
」
と

題
し
て
予
測
批
評
を
行
う
。

こ
の

「
太
平
の
逸
民
」
た
ち
に
よ
る

「文
明
の
趨
勢
」
に
つ
い
て
の
談
論
は
、

『
衣
服
哲
学
』
の
第
三
編
で
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ド
レ
ッ
ク
が
、
「
未
来
の
世
代
を
予

測
し
」
て
い
る
こ
と
と
軌
を

一
に
す
る
。

逸
民
た
ち
に
よ
る
と
、
コ
一十
世
紀
の
人
間
」
は
、
「人
の
目
を
掠
め
て
自
分

丈
う
ま
い
事
を
し
や
う
」
と
す
る

「探
偵
」
の
よ
う
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
そ

の
原
因
を
苦
沙
弥
は
、
「
全
く
個
人
の
自
覚
心
の
強
過
ぎ
る
」
た
め
で
あ
る
と

考
え
る
。
こ
の

「
自
覚
心
」
と
は
、
苦
沙
弥
に
よ

っ
て
、

「
今
の
人
の
自
覚
心
と
云
ふ
の
は
自
己
と
他
人
の
間
に
裁
然
た
る
利
害

の

鴻
溝
が
あ
る
と
云
ふ
事
を
知
り
過
ぎ
て
居
る
と
云
ふ
事
だ
。
さ
う
し
て
此

自
覚
心
な
る
も
の
は
文
明
が
進
む
に
従
つ
て

一
日
ノ
ヽ
と
鋭
敏
に
な
つ
て

行
く
か
ら
、
仕
舞
に
は
一
挙
手

一
投
足
も
自
然
天
然
と
は
出
来
な
い
様
に

な
る
。」

「今
の
人
は
ど
う
し
た
ら
己
れ
の
利
に
な
る
か
、
損
に
な
る
か
と
来
て
も

醒
め
て
も
考

へ
つ
ゞ
け
だ
か
ら
勢
探
偵
泥
棒
と
同
じ
く
自
覚
心
が
強
く
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
二
六
時
中
キ
ヨ
ト
ノ
ヽ
、

コ
ソ
ノ
ヽ
し
て
墓
に
入
る

迄

一
刻
の
安
心
も
得
な
い
の
は
今
の
人
の
心
だ
。
文
明
の
呪
咀
だ
。
」

（
五
三

一
～
五
三
二
頁
）

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
己
と
他
人
の
間
に
は
利
害
関
係
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を

「知
り
過
ぎ
て
い
る
」
、
つ
ま
り
、
「
己
れ
の
利
」
を

「考

へ
つ
ゞ
け
」

る
た
め
に
生
じ
て
く
る
、
自
己
の
利
己
心
を
意
識
す
る
心
の
働
き
で
あ
る
。

こ
の
利
己
心
を
意
識
す
る
近
代
人
は
、
コ
一六
時
中
己
れ
と
云
ふ
意
識
を
以

て
充
満
し
」
、
片
時
も
自
己
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
い
つ
も

「焦

熱
地
獄
」
の
思
い
を
し
て
い
る
。
し
か
も
、
他
人
と
の
間
も
自
分
の
利
害
を
意

識
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、
「探
偵
」

の
よ
う
に
互
い
の
腹
を
探
り
合
い
、
巧

妙
な
駆
け
引
き
に
終
始
す
る
よ
う
な
関
係
し
か
取
り
結
べ
な
く
な
り
、
「御
互

の
間
は
非
常
に
苦
し
」
い
。
そ
の
結
果
、
人
間
は
内
的
に
も
外
的
に
も

「自
然

を
欠
く
」
よ
う
に
な
っ
て
、
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て

「神
経
衰
弱
」
に
な

り
、
生
き
て
い
る
の
が
嫌
に
な
る
。
こ
れ
こ
そ
、
「文
明
の
弊
」
、
「
文
明
の
呪

岨
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ

っ
て
、
近
代
社
会
に
生
き
る
人
間
は
、
そ
の
社
会

の
原
動
力
と
な

っ
た
利
己
心
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
と
、
「文
明
社
会
」

に
対
す
る
評
価
が
下
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
苦
沙
弥
の
文
明
に
対
す
る

「呪
咀
」
を
受
け
て
迷
亭
は
、
自

覚
心
が
強
く
な

っ
て
い
け
ば
、
人
間
は

「生
き
て
居
る
事
が
死
よ
り
も
甚
し
き

苦
痛
で
あ
る
」
た
め
に
、
死
ん
だ
ほ
う
が
楽
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
将

来
自
殺
が
増
え
る
と
予
想
す
る
。

次
に
、
迷
亭
は
人
間
の

「
個
性
」
の
観
点
か
ら
、
「人
間
全
体

の
運
命
」
を

語
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
人
間
は

「
個
性
の
動
物
」
で
あ

っ
て
、
「今
の
世
は

個
性
中
心
の
世
」
で
あ
る
が
、
こ
の
傾
向
が
ま
す
ま
す
強
く
な

っ
て
い
く
た
め



に
、
「
個
性
の
発
展
」
が

「
結
婚
の
不
可
能
」
、
コ
バ
術
の
減
亡
」
を
招
く
と
予

測
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「
あ
ら
ゆ
る
生
存
者
が
悉
く
個
性
を
主
張
し
出
し
て
、
だ
れ
を
見
て
も
君

は
君
、
僕
は
僕
だ
よ
と
云
は
ぬ
許
り
の
風
を
す
る
様
に
な
る
。
…
…
そ
れ

丈
個
人
が
強
く
な
つ
た
。
個
人
が
平
等
に
強
く
な
つ
た
か
ら
、
個
人
が
平

等
に
弱
く
な
つ
た
訳
に
な
る
。
…
…
か
う
な
る
と
人
と
人
と
の
間
に
空
間

が
な
く
な
つ
て
、
生
き
て
る
の
が
窮
屈
に
な
る
。
出
来
る
丈
自
分
を
張
り

つ
め
て
、
は
ち
切
れ
る
許
り
に
ふ
く
れ
返
つ
て
苦
し
が
つ
て
生
存
し
て
居

る
。
苦
し
い
か
ら
色
々
の
方
法
で
個
人
と
個
人
と
の
間
に
余
裕
を
求
め

る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
四
六
頁
）

「
開
化
の
高
潮
度
に
達
せ
る
今
代
に
於
て
二
個
の
個
性
が
普
通
以
上
に
親

密
の
程
度
を
以
て
連
結
さ
れ
得
べ
き
理
由
の
あ
る
べ
き
筈
が
な
い
。
」

（
五
四
九
頁
）

人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
主
張
し
、
発
揮
す
れ
ば
、
必
然
的
に
別
の
個
性
を
持

っ
た
他
人
と
の
衝
突
を
引
き
起
こ
す
。
そ
の
た
め
に
他
人
と
の
関
係
に
窮
屈
、

苦
痛
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
人
と
の
摩
擦
を
避
け
る
た
め
に
、
他
人

と
の
間
に

「余
裕
」
を
求
め
よ
う
と
し
て
、
個
人
は
孤
立
し
、
人
間
関
係
は
疎

遠
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
端
的
な
例
が
夫
婦
の
別
居
で
あ
る
。

芸
術
も

「
個
性
の
自
由
」
が
尊
重
さ
れ
る
状
況
で
は
、
芸
術
家
と
享
受
者
と

の
間
で
個
性
の
一
致
が
見
出
せ
な
く
な
る
の
で
、
両
者
の
間
で
の
相
互
交
流
に

よ
る
共
有
的
な
芸
術
観
の
成
立
が
難
し
く
な
る
。

苦
沙
弥
の

「自
覚
心
」
も
迷
亭
の

「個
性
」
も
、
と
も
に

「
自
我
」
を
意
識

し
て
お
り
、
実
際
、
漱
石
は
両
者
を
厳
密
に
区
別
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
『猫
』

の
創
作
メ
モ
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

（
１
）

「
∽
ｏ
「
８
房
０ぃ０
房

の

”
”
ｏ
は

す
０
”く
”Ｏ
Ｓ
”
】げ
日

を
生
ず
」

令
断
片
」
明
治
三
八

。
九
年

『
全
集
』
第
十
三
巻

一
六
四
頁
）

（
２
）

（文
学
は
「
個
人
的
」
な
も
の
で
あ

っ
て
、
作
品
に
そ
の
作
家
の

「
人

格
」
、
「
個
人
性
」
が
現
れ
る
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
た
文
脈
で
、

こ
の
個
人
性
を
自
由
に
発
揮
す
る
こ
と
を

「
個
人
主
義
」
と
捉
え
て
）

「
で
個
人
主
義
の
こ
と
を
自
覚
と
い
つ
て
も
、
無
論
悟
り
と
い
ふ
の
と
は

違
ひ
ま
せ
う
。
」
（「夏
目
漱
石
氏
文
学
談
」
『早
稲
田
文
学
』
明
治
三
九
年

八
月

『
全
集
』
第
十
六
巻
五
〇
七
頁
）

（
１
）
で
自
己
を
意
識
す
る

（自
覚
す
る
）
時
代
は
個
人
主
義
を
生
じ
さ
せ
る
と

あ
る
よ
う
に
、
「
自
覚
心
」
、
す
な
わ
ち
自
己
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
人

主
義
が
成
立
す
る
と
捉
え
る
。
ま
た
（
２
）
の
よ
う
に
、
漱
石
は

「
個
人
性
」

（個
性
）
を
発
揮
す
る
こ
と
を

「個
人
主
義
」
と
捉
え
、
そ
れ
を

「自
覚
」
と

認
識
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
漱
石
に
と

っ
て
自
覚
心
に
目
覚
め
た
自
己
と
は
、

「
個
性
」
を
持
つ
人
間
を
意
味
す
る
。

し
た
が

っ
て
、
苦
沙
弥
と
迷
亭
の
文
明
観
は
表
裏

一
体
の
関
係
に
あ

っ
て
、

と
も
に
近
代
人
は
自
我
に
苦
し
め
ら
れ
、
こ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い

く
と
予
想
す
る
。
そ
の
た
め
に
彼
ら
の
描
く
未
来
像
は
悲
観
的
で
あ
る
。

こ
の
逸
民
た
ち
の

「文
明
の
未
来
記
」
に
対
し
て
、
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ド
レ
ッ

ク
の
そ
れ
は
社
会
の
理
想
の
未
来
像
を
倫
理
的
に
高
ら
か
に
主
唱
す
る
。

ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ド
レ
ッ
ク
は
、
社
会
の
現
状
を
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

「
諸
君
は
、
も
は
や
い
か
な
る
社
会
的
観
念
も
存
在
せ
ず
、
共
通

の
家
庭

と
い
う
観
念
さ
え
も
な
く
、
た
だ
共
通
の
過
度
に
混
雑
し
た
下
宿
屋
だ
け

で
し
か
な
い
場
所
を
、
社
会
と
呼
ぶ
の
か
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
は
、
各
人

は
孤
立
し
、
隣
人
を
無
視
し
て
、
隣
人
と
相
対
立
し
、
手
に
入
れ
ら
れ
得

る
も
の
を
す
べ
て
掴
ん
で
、
「
」
れ
は
俺
の
も
の
だ
』
と
叫
び
、
す
り
や

人
殺
し
の
奪
い
合
い
に
、
鉄
の
テ
イ
フ
で
は
な
く
、
ず

っ
と
巧
妙
な
方
法



だ
け
が
使
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
平
和
と
い
っ
て
い
る
。
」

（第
二
編
第
五
章
、
Ｐ

ＨＮ
¨
二
六
七
頁
）

「
自
由
主
義
者
や
功
利
主
義
者
た
ち
が
、
究
極
的
に
は
そ
の
主
張
を
押
し

通
し
て
、
現
存
す
る
社
会
制
度
の
大
部
分
を
分
裂
さ
せ
破
壊
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
（第
二
編
第
五
章
、
や

いざ
や
二
六
八
頁
）

す
な
わ
ち
、
社
会
に
は
共
通
の
理
念
や
健
全
な
家
庭
も
な
く
、
た
だ
の
人
間
の

寄
せ
集
め
の
場
所
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
中
で
大
衆
は
孤
立
し
、
功
利
的

に
な
り
、
巧
妙
な
対
立
と
争
い
を
繰
り
返
し
、
友
情
や
意
思
の
疎
通
が
成
立
し

が
た
く
な

っ
て
い
る
。
既
成
の
宗
教
や
政
治
秩
序
は
指
導
的
役
割
を
喪
失
し
、

「
自
由
放
任

（ｒ
”
り̈∽Ｒ

す
】【０
と
、
「功
利
主
義

（Ｃ
〓
中Ｓ
【̈
”
●
】の日
と
、
そ
し

て

「
経
済
学
者

（
”
８
う
０
日
∽̈”∽と

の
主
張
す
る
経
済
合
理
主
義
が
幅
を
利
か

せ
、
そ
れ
が
社
会
を
ま
す
ま
す
崩
壊
に
導
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ド
レ
ッ
ク
は
近
代
社
会
の
根
本
に
あ
る
快
楽
主

義
的
功
利
主
義
や
利
己
的
な
自
我
を
否
定
す
る
。
こ
の
社
会
を
彼

は
、
「死
ん

で
い
る
か
、
死
に
か
け
て
い
る
社
会
」
（第
三
編
第
五
章
）
と
呼
ぶ
が
、
社
会

は
死
ん
だ
の
で
は
な
く
、
変
容
を
続
け
て
い
る
の
だ
と
考
え
て
、
彼
の
視
点
は

未
来

へ
と
向
う
。

「社
会
は
死
ん
で
は
い
な
い
。
死
ん
だ
社
会
と
言
わ
れ
て
い
る
あ
の
死
体

は
、
社
会
が

一
段
と
尊
い
形
骸
を
身
に
纏
う
た
め
に
脱
ぎ
捨
て
た
煩
わ
し

い
形
骸
に
す
ぎ
な
い
。
社
会
そ
の
も
の
は
、
絶
え
ず
形
を
変
え
、
ま
す
ま

す
美
し
く
な
っ
て
、
時
間
も
ま
た
永
遠
の
中
に
の
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
ま

で
は
、
生
き
る
に
違
い
な
い
。
」
（第
二
編
第
五
章
、
や

、
が

二
七

一
頁
）

「真
の
宗
教
的
忠
実
さ
は
永
久
に
人
間
の
心
の
中
に
根
を
お
ろ
し
て
い
る
。

い
や
、
い
つ
の
時
代
で
も
、
現
代
で
も
そ
れ
が
多
少
と
も
正
統
な
英
雄
崇

拝
の
形
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
英
雄
崇
拝
が
現
在
も
、
こ
れ
ま
で
も
、

こ
れ
か
ら
も
永
遠
に
普
く
人
類
の
中
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
の
こ
と

に
、
君
は
遠
い
未
来
の
果
て
ま
で
も
あ
ら
ゆ
る
政
治
体
制
が
確
固
と
立
ち

得
る
固
い
石
の
礎
石
を
認
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
」

（第
三
編
第
七
章
、
や

ドＳ
¨
二
八
九
頁
）

ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ド
レ
ッ
ク
は
、
人
心
の
根
底
に
あ
る
宗
教
的
忠
誠
心
が
、
永
久

に
人
間
か
ら
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
確
信
の
も
と
に
、
人
々
が
も
う

一

度
敬
虔
な
心
で
、
神
あ
る
い
は
英
雄
に
す
べ
て
を
委
ね
る
こ
と
が
心
の
自
由
を

得
て
、
真
の
生
命
を
取
り
戻
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。
自
己
の
精
神
を

「機

械
主
義

（〓
８

，
”
●
∽̈ヨ
と

か
ら
解
放
し
、
宗
教
心
を
回
復
す
る
こ
と
で
、
人

と
人
と
の
関
係
も
愛
情
や
友
情
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
社
会
が
実
現
す
る
。
つ
ま

り
、
彼
は
利
己
心
を
克
服
し
て
、
新
た
な
信
仰

（
英
雄
崇
拝
）
に
生
き
る
こ
と

に
人
間
と
そ
の
社
会
の
活
路
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
『
衣
服
哲
学
』
第
三
編
第
五
章
の

「
不
死
鳥

（り
，

８
●
【ｘ
ど

と
題
さ
れ
た
彼
の
文
明
の
未
来
像
は
、
死
減
し
た
旧
社
会
の
灰
の
中
か
ら
、
新

し
い
天
上
の
生
命
を
享
け
て
、
不
死
鳥
の
よ
う
に
立
ち
上
が
る
社
会
が
保
証
さ

れ
た
希
望
に
満
ち
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
漱
石
と
カ
ー
ラ
イ
ル
の
描
き
出
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の

「文
明
の
未
来
記
」

を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
両
者
が
十
九
世
紀
の
功
利
主
義
的
な
思
想
に
つ
い
て
は

否
定
し
な
が
ら
、
カ
ー
ラ
イ
ル
が
、
社
会
の
行
く
べ
き
理
想
の
方
向
を
示
そ
う

と
、
新
た
な
信
仰

（英
雄
崇
拝
）
に
目
覚
め
る
こ
と
を
提
唱
し
た
の
に
対
し
て
、

漱
石
の
方
は
、
功
利
主
義
の
元
素
で
あ
る
個
人
に
拘

っ
て
、
あ
く
ま
で
も
自
我

を
意
識
し
た
近
代
人
の
心
の
問
題
を
考
究
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
、
二
人
の

方
向
は
袂
を
分
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
相
違
の
背
後
に
は
、
近

代
英
国
と
近
代
日
本
と
の
、
そ
の
根
源
に
あ
る
精
神
世
界
の
異
質
性
を
漱
石
が

痛
感
し
て
い
た
た
め
に
、
カ
ー
ラ
イ
ル
と
同
じ
西
欧
文
明
社
会
の
基
盤
に
立
て



な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

カ
ー
ラ
イ
ル
に
と

っ
て
は
、
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
連
帯
が
最
終
的

に
普
遍
的
な
世
界
で
あ

っ
て
、
彼
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
個
と
し
て
の
利
己
心
は

近
代
が
生
ん
だ
特
異
な
エ
ト
ス
で
あ
る
が
故
に
、
そ
れ
を
信
仰
心
で
倫
理
性
に

訴
え
て
克
服
し
て
い
こ
う
と
す
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
漱
石
が
出
会

っ
た
近
代
社
会
は
、
日
本
人
の
彼
に
と

っ
て

そ
れ
自
体
独
自
の
価
値
を
持

っ
た
普
遍
的
な
社
会
で
あ

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

そ
の
原
理
で
あ
る
利
己
心
は
日
本
に
お
い
て
も
市
場
競
争
社
会
に
な
れ
ば
必
然

的
に
抱
え
込
ま
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
社
会
の
進
展
と
と
も
に
拡
大
再
生
産
を
続

け
、
巨
大
な
化
物
と
し
て
止
め
度
も
な
く
展
開
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が

っ
て
、
利
己
心
、
個
人
主
義
は
、
西
洋
と
は
異
質
で
こ
れ
ま
で
別
個
の
文
明

シ
ス
テ
ム
を
持

っ
た
社
会
で
あ

っ
た
日
本
に
お
い
て
も
、
近
代
社
会
の
根
本
原

（
７
）

理
と
し
て
力
を
持
つ
の
で
あ
る
。

カ
ー
ラ
イ
ル
は
、
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
中
で
利
己
心
を
上
揚
し
て
い

く
の
に
対
し
て
、
漱
石
は
そ
の
救
済
の
途
を
見
出
せ
ず
、
絶
望
の
淵
に
い
る
。

そ
の
意
味
で
漱
石
の
苦
悩
は
カ
ー
ラ
イ
ル
以
上
に
深
刻
で
あ
る
。

む
　
す
　
び
―
―
自
我
と
文
明

の
呪
記
と
の
狭
間
で

『猫
』
は
、
人
間
の
自
我
と
文
明

へ
の
呪
誼
を
秘
め
た
小
説
で
あ

っ
た
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
基
底
に
あ
る
思
想
や
、
こ
れ
ら
が
ど
の
程
度

体
系
的
な
も
の
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
ほ

と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
漱
石
が
カ
ー
ラ
イ
ル
の
思
想
に
焦
点
を
当
て
て
い
た
こ

と
に
注
目
し
た
。
と
く
に
利
己
心
に
つ
い
て
、
カ
ー
ラ
イ
ル
が
キ
リ
ス
ト
教
の

信
仰
に
よ
っ
て
こ
れ
を
克
服
す
る
道
を
見
出
し
た
の
に
対
し
て
、
漱
石
は
利
己

心
そ
の
も
の
を
取
り
扱
お
う
と
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
「
文
明
の
未
来
記
」
は

漱
石
独
自
の
文
明
観
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
に
と

っ
て
は
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
の
進
む
べ
き
方
向
は

「
裸
体
主
義
」
に
基
づ
く
極
端
な
平
等
主
義
で
も

な
く
、
か
と
い

っ
て
利
己
心
で
社
会
が
幸
福
に
な
る
か
と
い
え
ば
そ
う
で
も
な

い
。
そ
の
解
決
策
、
救
済
の
道
は
模
索
途
上
で
あ
る
が
、
近
代
経
済
社
会
を
前

提
と
し
て
、
個
人
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
自
己
意
識
、
自
己
本
位
の
文
学

が
こ
こ
に
提
起
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

『猫
』
、
『
衣
服
哲
学
』
は
と
も
に
近
代
社
会
を
批
判
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の

「
文
明
の
未
来
記
」
で
、
カ
ー
ラ
イ
ル
は
神

へ
の
信
仰
に
、
漱
石
は
自
意

識
の
究
明
に
向

っ
て
い
く
。

注（
１
）

第

一
・
二
章
の
猫
は

「猫
族
」
と
飼
主
の
家
と
を
自
由
に
行
き
来
し
て
、
苦

沙
弥
一
家
と
そ
こ
に
出
入
り
す
る
仲
間
を
観
察
し
、
人
間
と
い
う

「動
物
」
を

批
評
す
る
。
と
こ
ろ
が
第
二
章
で
は
、
猫
は
人
間
と
同
じ

「見
識
」
を
持
っ
た

観
察
者
に
変
貌
し
、
苦
沙
弥
と
金
田
一
派
と
の
異
質
な
人
間
同
士
の
対
立
を
観

察
し
始
め
る
。

（２
）

『衣
服
哲
学
』
の
テ
キ
ス
ト
は

↓
ぎ
日
３

０
Ｒ
】，
ｐ
∽
ミ

ミヽ

』
Кヽ

ミヽ
´

日∞∞Ｐ
｝
〓
・
Ｕ
ｏ●
ｒ
”

∽
ｏ
●
ｒ
ｒ
↓
∪
・
ｒ
ｏう
Ｏ
ｏ
Ｐ

μｏｏ∞
を
用
い
た
。
大
「

文
の
引
用
は
、
い
く
つ
か
の
翻
訳
を
参
照
し
た
上
で
、
基
本
的
に
は
谷
崎
隆
昭

訳

『衣
服
哲
学
』
（山
口
書
店
　
一
九
八
三
年
）
に
よ
っ
た
が
、　
一
部
そ
れ
に

従
っ
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
。

（３
）

そ
う
し
た
中
で
大
岡
昇
平
氏
だ
け
は
、
『猫
』
の
諷
刺
の
着
想
は

『衣
服
哲

学
』
か
ら
得
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
が
、
詳
細
な
分
析
と
考
察
は
な

さ
れ
て
い
な
い
。
今
小
説
家
夏
目
漱
石
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
　
一
九
九
二
年
）

（
４
）

「
カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館
」
合
学
燈
』
明
治
三
八
年

一
月
）
は
、
漱
石
が

『猫
』

の
第
一
回
分
を
書
き
上
げ
た
す
ぐ
後
の
明
治
三
七
年
十
二
月
に
執
筆
さ
れ
た

（荒
正
人

『
漱
石
研
究
年
表
』
集
英
社
　
一
九
八
四
年
）。

（
５
）

漱
石
文
庫
所
蔵
の
く

，
・
月
●
●
ｏ
〓
∪
一^
澪
ｙ
〓
●
３
こ
』
∽●ｅ
ｒ
ヽ
∽
ヽ
Ｓ

ヽヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽヽ
ヽ
ｒ
ｏ
●
Ｏ
ｏ
●
¨
ζ
Ｆ
∽
ｏｏ
絆ｒ
】∞Φ、
の
出
一
に
、
＾^〇
●
Ｚ
ｏ
お
ｏ
．．
の
エ
ッ



セ
イ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（６
）

村
岡
勇
編

『
漱
石
資
料
―
―
文
学
論
ノ
ー
ト
』
に
も
、
騒
音
に
思
考
を
妨
げ

ら
れ
た
カ
ー
ラ
イ
ル
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

（
八
九
。
一
六
四
頁
）
よ
う
に
、

漱
石
は
カ
ー
ラ
イ
ル
と
音
の
問
題
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。

（
７
）
　
「思
い
出
す
こ
と
な
ど
」
（明
治
四
四
年
）
で
漱
石
は
、
青
年
に

「自
我
の

主
張
」
を
さ
せ
る
根
本
的
な
原
因
が

「今
の
経
済
事
情
」
、　
つ
ま
り
近
代
経
済

社
会
に
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

日付
記
］

『猫
』
及
び

「
カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館
」
の
引
用
は

『漱
石
全
集
』
岩
波
書

店

一
九
九
三
・
四
年
版
に
、
そ
の
他
の
漱
石
の
著
作
は
旧
版
に
よ
っ
た
。

―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―
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